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イ、昭和14年10月 →昭和15年3月ta

ロ、昭和15年9月 →昭和16年5月

(「レントゲン」自動車1號 車)

(1>1號 車 ノ構成

(2)1號 車内部デ行フ螢光像縮寓法 ノ實際

ハ、昭和16年6月 以降

(「レントゲン」自動車2號 車)

(1)2號 車 ノ構成

(2)2號 車デ行フ螢光像縮霧法 ノ實際

昌、能李、其他二就テ

ホ、縮罵像 ノ剣定

四、結 語

一㌦ 緒 言

胸部結核 ノ集團検診 二於 テ、特 二早期獲見 ノ見

地 ヨリ、 「レン トグ ン」線 似 後rレ 」線 ト記 ス)ラ

用 フ可 キデ アル事 ハ諸家 ノ等 シク認 メル所 デ ア

ル ゆ 　
む

1937年Kaiser-Petersenω ノ、「レ」線 二依 ル集 團

検診 ト題 シテ,多 敷 ノ文献 ヲ引用 シテ、集團検

診二於 ケル「レ」線透硯、「レ」線窩眞撮影 ノ雨者、

其他 二就 テ論 ジ}居 ル｡

194(と年 日本結核病 學會総會宿題演読 二於 テ、今

村教授{馨}ハ内外多数 ノ集團検診 二關 スル文献 テ

引用 サ レ.且 ツ今村 内科 二於 テ多年 二亙 リ施行

サ レタ集 團検診 ノ線合成績 テ褒表 サ レテ、螢光

像縮爲法 二依 ル集 園検診 ニ ツイテモ述 ベ ラレテ

居ル｡

透 硯 ノ・爲眞撮 影 二及 バヌ事 ハ諸家 ノ認 メル所 デ

アリ、又爲眞撮 影 モ之 ラ全員二行 フ事 ガ理 想的

デ アル事 ハ、今村教授 モ強調 サ レテ居ル｡中 島

教授(3》モ同様 強調 サ レテ居 ル｡ .、t

全 員大 「フィルム」撮影 ハ 吾國 二 於 テモ、外國 二

於 テモ、 ソノ例 ハ アマ リ多 クナ ィ｡

「レ」線爲眞 ノ重要性 ガ認 メラ レル革從 ヅテ
、全

員撮影 ノ必要 ガ痛 感 サ レテ束 タ｡然 ルニ「レ」線

窟眞 テ大 「フィルム」ニ テ全員 テ 撮影 スル事 ノ・多

入撒 ノ集團ニ テハ高 償 デ、操作、撮 影後 ノ整理

等 ガ困難 ナタメ、一般 ニハ用 ヒ難 イ｡
む

故二「レ」線窮眞撮影ヲ行 フ可 キ者ノ・、「ツベル

クリン」反鷹、 赤血球沈降速度、 理學的検査、

喀庚検査及ビ銑往症、家族歴、主訴等 ノ結果 力
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ラ選 プカ、叉ハ全員 二透視 テ行 ヒ、之 ニ ヨツテ

選 プ方法 ガ用 ヒラレテ束 タ｡

「レントゲ ンペーパー」ノ・安 贋ナ貼 カラ
、 「フィル

ム」ヲ用 フル 場合 ヨリ比較的 多薮 ノ人 二「レ」線

窟 眞 テ利用 シ得 ル タメ用 ヒラレテ居 ルガ、 筒全

員撮 影 ニハ、操作、 慮理 ノ上 カ ラー般 的ニハ普

及 シナ イ｡

1938年Heisig(4)ハ 「レントゲ ンペWLバ ー」ヲ・巻

紙 トシテ、特 珊 ノ「カセッテ」二 装墳 シテ用 フル

方法 ヲ嚢 表 シテ、案 團検診 二便利 デアル ト云 ツ

テ居ル.

1938年 今村教授 ト余(5}ノ・一一般爲 眞二用 ヒ ラレテ

居 ル臭素紙(「 ブロマ イ ド」)デ胸部 「レ」線爲眞 ノ

撮影 ガ出束 ル事 テ焚 表 シテ、 ソ ノ安 贋ナ黙 カラ

集團検診 二用 ヒル事 ガ出束 ル ト雷 ヒ、其後實用

二供 シテ居 ルの
鱒1938年

ニ ハ南米 ノDeAbreu{6)掲 逸 ノHol-

felderイ7)ハ 螢 光像縮 爲法 テ集 團検診 二用 ヒ、 ソ

ノ成績 ラ嚢 表 シテ以來 、集團全員 二「レ」線撮影

テ行 フ事 ガ甚 ダ簡便 トナツ タ｡

縛 劇鳳騰
}

一 、
,

1895年W・K・v・R6ntgenが レ」線 ヲ嚢 見 シ

テ、螢 光板二透視嫁 テ認 メタ諸家 ノ、、之 ヲ爲 眞

二撮 影 シテ永 ク記壕 シ様 ト試 ミタ ノデアル｡
り

1896年 ニ ハBleyer{8}ガ 螢 光 板 ト「カ メ ラ」b9・

組 合 シ タ装 置 テ 考 案 シ、Photofluoroscopト 名

付 ケ テ 、 學 會 二 於 テ 同 装 置 デ撮 影 シ タ察 眞 ラ登

表 シ タ｡之 ガ 「レ」線 寡 眞 撮 影 ノ最 初 デ ア ロ ウ｡

雷 時 ハ 「レ ンズ 」モ 螢 光 板 モ 幼 稚 デ ア ツ タ タ メ、

露 出 時 聞 ハ2分 テ要 シ タ ト嚢 表 サ レテ 居 ル｡其

後Mclntrye〔9},Porcher(i｡),Biesalskiu.Ko-

hlerく11),Lomonu.Comandon(i2),Luboshez(13),

Dariauxu.Djian〈14>,B6hme㈹,Ka6stle㈹,

Stumpf〈tn,Reiserciaj等 ハ 螢 光 板 ノ像 テ 撮 影 シ

檬 ト、 螢 光 板 、「レ ンズ 」ノ研 究 改 良 二 努 力 シ タ｡
も

一方 二於 テハ
、 「レ」線 活動爲 眞 ノ研 究 モ行ハ レ

テ、AlbanK6hler㈹,RusselReynolds(2｡)lJa-

nker(21)吾 國 二於 テハ牧 野22)、河 石(23氏等 ノ「レ」

線 活動窟 眞二 闘 スル 貴 キ研究 モ酸 表 サ レテ居

ルo

之等 ノ「レ」線 活動窟眞 ノ研究 ハ、螢 光像縮爲法

ノ進 歩嚢達 二寄與 スル所 ガ大 デアヅタ｡

「レ」線活動爲眞 ノ研究 ニ於 テハ、其撮影法 二方

法 ガアヅテ、1ヅ ハ直接法、他 ノ1ツ ノ・間接法

ト呼 バ レルモ ノデ、後者 ハ螢光板 ノ像 デ活動窟

眞機 デ撮影 スルモ ノデ、螢光板 ト「レンズ」ノ改

良 二努カ シテ束 タ ノデアル｡

ユ ノ間接法 ノ活動篇眞機 ノ代 リヘ ワ ィカ」又

螢像縮爲法所謂間接撮影法)ニ就テ

ハ「コンタ」クス」等 ノ 小型 「カメ ラ」ヲ用 ヒタモ

ノガ現 在Schirmbildphotographieト 稻 セラレ

テ居ル方法 デアル｡膚

「レ」線活動 寓眞 ノ側 カラ研 究 ガ進 メラ レ,其 撮

=影方法 ガ、 「レ」線 活動 爲眞 ノ間接法 ト同一ナ所

カラ、1909年]勝esalskiノ ・IndirekteAufnahme

ト呼 ンデ居 リ、1932年 ニ ハJankerモ 同檬 ノ

名樗 ヲ 用 ヒテ居 ル｡掲 逸 デノ・Holfelder以 後

ノ文獣 ニノ・Schirmbildphotographie(螢 光像

縮寓法)ト 云 フ名穂 ガ用 ヒ ラレテ居 ル｡

吾 國 ニテノ・1936年 古=賀博士(29ガ 間接撮影法 ト

シテ 登表 サ レ、 之 ガ現 今一般 鼻 用 ヒラレテ居

ル｡今 村教授25し、1940年4月 之 ヲ 螢光像縮窮

法 ト課 シテ嚢 表 サ レタ｡

其 他有馬 教授鵠ノ・螢 光像 撮影法 ト云 ツテ居 ラ レ

ルo

螢光像縮 爲法 ガ今 日迄護 表 シタ結果 テ圖昌示 シ

テ考 ヘ ル ト次 ノ通 リデ アル｡

Reiserノ ・螢 光板 ト「レンズ」トヲ 用 フル撮影法

ノ研 究 ノ他 二、 「レンズ」ノ代 リニ凹面鏡 テ用 ヒ

テ、 凹面鏡 ノ焦貼 ト其 ノ轡曲 ノ申鮎 ノ聞二縮小

サ レタ實像 ヲ結 プ事 テ利用 シテ撮影時 間 ノ短縮

テ計 ツタ｡吾 國 二於 テハ、 相川博士蘭ガ此 ノ方

法 ニツ イテ述 ベ ラ レテ居ル｡

1926年 ニ ノ、(GerhardDedickeenノ ・f2,0/

Ermanox-kameraトHeydenOssalschirmト

ラ用 ヒテ、肺臓 ノ螢 光像 ノ撮 影 テ行 ツタ｡彼 う
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ヤ ・硬 キ 「レ」線 テ 用 ヒテ 露 出時間 テ 長 クシタ

ガ、 ソノ像 パ相當二用 ヒ ラレルモ 生デ アツ タト

報 ジテ居 ル｡

吾 國二 於 テハ1936年4月 日本結核病躯會総會

ノ席上、東北大 ノ古賀博 士 ヨ リ、肺臓 ノ螢光像

縮窟(間 接撮影)二 付 テノ登表 ガ アツタ｡同 氏 ノ、

大衆的検査法 トシテ、肺 ノ著憂 テ知 ル ノニハ依
/

ル隼田検診イト云ハ レタ｡/

螢光像縮露法 ガ胸部結核 ノ集團検診二活用 サレ

タ ノノ・、1936年 末 ヨ リ、DeAbreuガRiode

Janeiro市 ノ健康相 談所二於 テ用 ヒタ ノガ最初

デアロ ウ｡1938年 同 氏 個}ノ・コ ノ詳細 ナ成績 ヲ褒

表 シテ居 ル｡

ドイツニ於 テノ・HolfelderガDeAbreuノ 仕

事 ヲ實際 二見學 シテ.1938年4月 ニノ・追試 ノ成

/績 ヲ嚢 表 シテ居 ル
｡ソ ノ嚢 表 ノ中ヂ、Abreuノ ・

封結核戦 二於 テ、無人未踏 ノ境地 テ踏破 シタ ト

讃 辞 ヲ呈 シテ居ル.

其後各 國二於 テ螢 光像縮爲法 ガ盛 ンニ用 ヒラ レ

テ、 ソノ報 告 モ多 ク出テ來 タ｡

吾 國二於 テノ・昭和14年 相川博 士⑳ ガ 本法 ヲ集

團検診 二用 ヒテ、 ソ ノ成績 ラ嚢表 サ レテ居 リ、

昭和15年 ユノ、今村教授 ガ 日本結核病璽會縮會

宿題 演説 中二於 テ、從來 ノ集團検診方法 ニ ヨル

成績 ト共 二、12,000名 二、螢 光像縮爲法 二依 ル

集 團検診 テ施行 シタ成績 ラ嚢 表 サ レテ居ル｡陸

海 軍二於 テモ、清野(29)、横 倉鋤氏等 力、本法 二

・就 テ登表 サ レテ居 ル
｡

其 後 吾國 二於 テモ本法 二依 ル集 團検診 ニヅ イテ

ハ、次 々 ト礎表 サ レテ居 ル｡

三、螢光像縮爲法ノ経験

イ、 昭和14年10月 → 昭 和15年3月

昭和14年9月 今村教授 ノ指導 ノ下二、 今村 内

科 二於 テ行ハ レテ居 タ集團検診 二、螢光像縮爲

法(所 謂間接撮影法)テ 利用 スル タヲ・、同法 ノ準

備 テ始 メタ｡

當時吾國 二於 テ、1,2ノ 會 肚 デ螢光像縮窺装 置

テ登費 シテ居タ ガ、納期 ノ黙 デ、入手不能 デア

ヅタ｡

今村教授 ガ 「プラックゴ ンタックス」(鏡 玉「ゾナ

ー」F1・5附)テ 入手 サ レ
、螢光板 ハ 「ハ イデ ン

ネオザー ル」40×40cm及 ビ含鉛rカ ラス」(アグ

フア)40×50emヲ 入 手 シテ、Jankerノ 著 書2s)

テ参 照 シテ、螢光像縮 窮装 置ヲ木製 ニテ職人 二

製作 サセタe播 圏(A>ガ ソ レデァル｡

コ ノ装置 ハ螢 光板 ガ40×40emデ アル タメ
、螢

光板、 「カメラ」焦貼 聞距離 ラ90cmト ス レバ

35mm「 フィルム」ノ幅1杯 乃 チ24×24mmノ 叢i

像 ガ 得 ラ レルタメ、 「アッタチメ ント」ヲ 用 ヒル

必要 ガナカツ タ｡

當 時使用 シタFフ ィル ム」ノ・「アグフ,ス ー パー ・・'

ン」ア アツタ｡'

(1)昭 和14年10月 中旬 ヨ リ大阪市 内D工 場

1424名 ノ集 團1瞼診 二利用 シタ｡

實 施方法 ノ・、螢光像縮 嘉法 ヲ從來 ノ集團検診方

法 二併用 シテ試 ミタ｡

乃 チ豫 メ 全員 二 「ツ」反慮(傳 研製蓉 「ツベ クリ

ン2000倍 稀 澤0.1(壌 皮 内注射48時 聞後制定) 、

赤血球沈 降反慮、理學的検査、家族歴、醜往歴、

喀蕨検査等 ヲ行 ツタ後、全員 二螢光像縮 爲 テ行
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潔

第1岡.(A)

{

ヒ、縮爲像 デ疑ハ シキ者及 ビ前述 ノ検査 デ疑 ノ・

シキ者 二大撮影 テ行 ツテ、諸検査 ノ結果 テ総 合

制定 シテ活動性結核 ヲ定 メタ｡

其 ノ結果 ノ詳細ハ 中央醤墨〔31'二登 表 シタ故、省.

略 ス｡.

其 時 行 ツタ螢光像縮 爲法 ノ概 略 テ次 二述 ペルレ｡

D工 揚 ニハ「レ」線褒生装置 ノ設備ハナ ク、又從

業員 ラ工場外 二検診 ノタ ィ出 ス事 ・・勤務 ノ都 合

上不可能 デ アル タメ1工 場 内二「レ」線壷生装 置

一式 テ搬入 シタ
｡

「レ」線嚢生装置 ハ 森川製 「オ リェ ンス號」(牟 波

整流gsNKV150mA)坑 大 人普 通艦格者 ヲ撮影

シタ條件 へ75KV.95mAO.2秒 デ、管球螢

光板間距離 ・・90cmト シテ、管球 ・・「シー レック

ス」6KW(水 冷)テ 用 ヒタ｡

撮 影・・最初 ノタメ、余 ト技師 ト2人 デ實施 シタ｡

1人 ノ・「フィル ム」9巻 取 リ、「シヤッター」テ押 へ、

今1人 ノ・被撮影者 ノ姿勢 テ正 シ、装置 ト管球 ノ

高 サテ調節 シテ、 號令 テカケテ 「スイッチ」ラ入

レル｡其 他被検者 ノ整理等 ノ仕事ノ・工静 ノ係二

頼 こ、被検者各人 二 「フィルムマー カー」ニテ各

自 ノ番號 テ與 ヘ テ順次 二撮 影 シ テ、1時 間約

.120人 程 度 ノ撮影 テ終 ヘ タ｡

エ場 ノ勤務時間 ノ都合 デ、 毎 日午後2時 ヵラ4
レ

時迄 ノ2時 間 デ、6日 間 デ1424名 ノ撮影 ウ終了

シタ｡毎 日撮 影後 現像 ハマ トメテ行 ツタ｡

(2)昭 和14年11月 上 旬、前記 ノ「レ」線登生裟

置 デ、阪大病院從 業員 ノ螢光像 縮窮法 二依 ル集

團検診 テ行 ツ タ｡其 ノ方法 ノ・全 員二 「ツ」反慮、

螢光像縮 蔦法 テ施行 シテ、縮 窮像 デ異常陰影 テ

認 メタモ ノ、 及 ヒ凝 ハ シキモ ノ昌ハ大撮影、赤.

沈 、理學的検 査、 喀庚検査 ラ行 ツテ活動性結核

テ線 合制定 シタ｡

今 同 ノ・前 同 ノ経験 カラ、管球 ノ高 サ ト縮爲装置

ノ高 サノ・一定 トシテ、被 検者 ノ背 ノ高 サノ・各自

ノ膝 テ屈曲 サセテ調節 シタ｡

全 員959名 テ2旧 間(午 後1時 ヨリ)デ 撮影 シ

タ｡撮 影 二 從事 シタ人員 ノ・、姿勢係1名 、 「ス

イッヂ 係1名 、「カメラ」係1名 、受 付係1名 、,

計4名 デ、大膿1時 間120名 撮 影 テシタ｡

撮 影條件ハ前 同同檬｡

(3)11月 申旬 ニノ・大阪市 内N小 墾校 ノ嬰童(2

年 一6年 生)655名 テ 今村 内科 デ午後1時 カラ

2日 間 デ撮影 シタ｡・今回 モ撮影方法 等ノ・前同同

様 デ アツタ｡

(4)12月 上 旬 ニノ・大阪市 内「D」小 學校及 ビ「D」

家政女墾校 ノ生徒936名 テ前同同檬 ノ方注 デ撮

影 シタ｡

(5)昭 和15年1月 末 カラ 阪神 間「K」工場 ノ職

員、職工5719名 ノ集團検 診二本法 ヲ利 用 シタt

今 同 ノ・工場 二連 日午後 カ ラ出張 シテ施行 シタノ

デ、 「D」工場 デ行 ツタ ト同檬、前記 ノ登生装置

テ豫 メ工場 内二搬 入 シテ置 イタ｡

午 後1時 半 カ ラ4時 孚迄大瞳360名 乃至400名

ヅ ツ撮影 シテ、15日 間 デ5719名 テ撮影 シタ｡

使 用 シタ「レ」綴 生装置ノ・、室 内二固定 スル檬

設計製作 サ レテ居 ル タメ、度 々蓮搬 スル事・・漿

置 ノタメニ モ、 叉蓮搬 ノ煩雑 ナ貼 カラモ、簡軍

ナ携帯用酸生装 置 ガ望 マシカツタ｡當 時携帯用
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「レ」線嚢生装置ハ嚢費 サ レテ居 タガ、

螢 光像縮 窮法 テ多人数 二連績使 用 スル

ノニ適 スルモノガナ カツタ｡

叉壷 生装 置 ノ各部 二亙 ツテ、螢光像縮

篇 二適 スル檬 改良 ガ望 マ シカツタ｡

(6)昭 和15年3月 上旬 ニノ・某室 内努

働者集團 ヲ今 村内科 二順次 二連 レテ來

テ、2600名 テ3日 間 デ撮影 シタ｡即 チ

第1日 ノ・午前CJ時 カラ午後5時 孚迄 ノ

7時 聞半r差 食休憩1時 間♪デ1125名 、

第2日 ・・午後 ノミデ約900名 、 第3日

ハ残 リ全 部 テ撮影 シタ｡

第1日 ノ撮 影時ニハ最 モ速 キ時 ル・1時

間二204名 ノ撮影 テナ シタ｡

當集團検診 二用 ヒタ壷生装 置・・、今村

内科 ニテ用 ヒテ居 ル装 置 デ、3相 交流

全整流愛宕號 テ用 ヒタ｡

描 圖(B)ハ 使 用 シタル牛波 整流嚢生装

置 ト、螢光像縮 爲装 置 デアル｡

第1圖(B)

前述 ノ螢光像縮 爲法 二 使用 シタ 「フィルム」ハ各

レモ「アグフ,ス ー パー パ ン」デb現 像 ハ(2)、(3)、

(4)、(6)ノ 場 合ハ撮影 スル傍、現像 ヲ行 ツテ、

ソノ結果、判定 二 不都合 ナ 「フィルム」ハ直 チニ

再撮 影テ行 ツタ｡(1)、(5)ノ 場 合 ノN、出張先 二

暗室設備 ガナク、 豫 メ10数 ケ ノ 「マ ガ ジン」二

生「フィルム戸 用意 シテ行 キ、 撮影濟 ノ「フィル

ム」ノ、巻返 シテ持蹄 ツテ、現像 ノ結果 ニ ヨツテ再

撮影 テ要 スル者ハ翌 日行 ツ タ｡
'再撮影 テ要ス ルモ ノノ・

｡主 二呼吸 ノ停 止不良、

及 ビ露 出不足 デ、 ソノ撒 ノ・大艦2--3%デ ァ ッ

タ｡

現像液 ノ、「メ ト ル」チ主剤 トシタ張力現像液 テ

用 ヒタ｡

以 上昭和14年10月 中 旬 カラ昭和15年3月 迄、

正味約4ケ 月間二約12,000名 、乃 チ1ケ 月平均

約3000名 ノ集 團検診 テ行 ツ タノデアル｡

口 、

ぼ

'昭和15年9月 財 團 法 人結核 豫防會結核研究 所

大阪支所 ガ開所サ ヒテ、 ソノ1事¥.1一 シテ、 桑

田樺雫氏 ガ寄贈 サ レタ「レントゲ ン」自動 車 號

車(「註」昭和16年6月 ニノ・2號 車 ガ完成 シタタ

メ、1號 車 ト云 フ)テ 用 ヒテ、螢光像縮 爲法 二依

ル集團検診 テ行 ツテ居ル｡

自動車 二「レ」線嚢生装 置 テ備 ヘテ、 自動車 内部

デ「レントゲ ン」爲眞撮影 テスル事 へ 軍部 デノ・

野職用二用 ヒラ レテ居 ル ガ、螢光像縮 爲注 ノ爲

ニ コノ檬 ナ自動車 テ作 ツ タノノ・、吾國 デハ當支

昭 和15年9月 → 昭 和16年5月(「 レ ン トゲ ン」自動 車1號 車)

所 ガ最初 デ アロウ｡爾 本「レ ントゲ ン」自動 車昌

ツイテ余 ノ・、昭和16年4月 日本結核 病學會線會

席上論 及 シタ｡

ドイヅデノ・既 二1938年 二 螢光像縮 窮 ヲ行 フ「レ

ントゲ ン」自動車 テ 實 用二 供 シテ居 リ、英 國 デ

ノ・1939年 設 計圖 テ嚢表 シテ居 ル｡

當 支所 ノ「レン トゲ ン」自動 車1號 車 ノ設計ハ昭

和14年10月 カ ラ翌年3月 迄=行 ツ タ螢)ヒ像縮

爲法 ノ経験 二基 イテ、余 ガ今村教授指導 ノ下 昌

行 ツ タ｡
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〈1)「 レン トゲ ン」自動車1號 車 ノ構成 、

當 支所 ノ「レン トゲ ン」自動 車1號 車 へ 自動車

〈「バ スシヤー シー 、「バ スボデー)、 「レントグ

ン」嚢生装 置、螢 光像縮慕装 置一式,携 樽 用組立

曙 室、現像 具1式 カ ラ成立 ツテ居ル｡

(i)自 動 車

「トヨダ」大型低 「シヤー シー(2600年 型)(「 ガ ソ

リ ンェ ンヂン」〉車艘 ハ大型「バ ス」ノ型 トシタ｡

附 圖蓼 照｡

(ii)「 レ ントゲ ン」線議生装 置

嚢生装 置ハ、 自動車 内部 デモ、時 ニハ自動車外

部 二搬 出 シテモ 使用 スル事 ガ 出束 ル様、 「トラ

ンス」ノ重 量 ヲ輕滅 サセ、 同時 二 制御 卓子 モ携

帯 用 トシテ、1{〕O「ボル ト」交 流、無 整流二次電歴

&lKV、 二次電流100mAノ 容 量 ヲ有 スル様 二

設 計製作 サセタ｡管 球 ハ「シー レックス」10KW

(水冷〉二特殊 ノ改造 テ施 シテ、嚢生 装置 デ3種

型式 トシタ｡電 源ハ 外部 ヨリ100「 ボ ル ト」交流y

ラ引込 ム｡

「タイマー」ハ電動式 トシテ
、「オイルス イッチ」ハ

o

綱御卓子 カ ラ掲立 サセテ、故障時ニ ハ豫 備品 ト

j直チニ代 ヘ ル事 ガ出來 ル様 ニ シタe

(iii>螢 光像縮爲裂 置

螢 光板 ハ「ノ・イデ ンネオザール」30×40cmテ 使

用 シ、 「カメラ」ハ 「クロー ムコ ンタ,ク ス」鏡玉

「ゾナー」fL5テ 用 ヒ タ,,暗 箱 ハ 前同木製 デ製

作 シタタメ、 工場等 へ運搬 シ、 叉連 日使用 スル

孤從 ヒ、螺旋等 ノ弛 ム鋏 黙 ヲ補 フタメ、重量 ノ
毒

増加 ハ運搬 二多少 不便 デ アルガ今回 ハ全金屡 製

Fシ テ、螢 光板 「カメラ」間 ノ距 離ノ、60cmカ ラ

75cmノ 間 ヲ自由二伸縮 可能 トシテ、 「アッタチ

メ ント」-7使 用 スルレe.

螢 光板 「カメ ラ」間 ノ距離 テ加減 スル様 トシタ ノ

ハ、胸部像 ノ大 キサニ依 リ、「ブィルム」像 ノ大 キ

サチカ日滅 サセルタメデ アル｡

乃 チ小見 ノ場合 二へ 螢 光板 「カ メラ」間 ノ距離

テ短縮 シテ、 「フィルム」像 ヲ 大 トシ、大人 ノ場

合 ユハ延長 シテ、螢 光板全農 ノ像 デ撮 影 スル｡

備 螢 光板 ハ縦 二用 ヒ、大人 ノ場合 二出來 ルグケ 蓼

胸 部嫁 ノ全腱 ヲ撮 影 スル檬 二努 メ タ｡

螢 光板 ノ上側部 二「フィル ム」番號播 入器 ヲ附 シ、

特製 ノ 「フィル ムマー カー」テ播 入 シテ、 「フィル

ム」番號 テ同時 二撮影 シテ、 「フィル ム」像 ノ混 同

テ防 イデ居 ル｡

螢 光像縮 窩用 「フィル ム」

富士及 ビ さくら 「レントゲ ンフィル ム」35mm

ヲ用 ヒテ居 ル｡現 像ハ さくら「レントゲ ン」現傑

藥 ヲ用 ヒテ、現像 「タンク」(ラ イカ用)デ 現線 ス

ルレo

(iv)携 帯 用組立曙室、現像具

曙室 ノ・自動車 内部 二取付 ケル ノガ理想 デアツタ

ガ・種 々蒔ナ黙 カ ラ組立,暗 室 テ作 ツタ
.嗜 室ハ

高 サ5沢8寸 、 縦6尺 、横4尺 ノ四角 ナ 「ジ ン

ト」ト組立 支柱 デ、随時組 立 テル.

・「テ ント」ハ防室用暗幕切地3枚 ラ合 セ
、、直射 日

光 ヂ受 ケテモ、内部 デハ「レ ントグ ンフィルム」二

「カブ リ」ヲ來 タサヌ程 度 ノモ ノデアル
｡

現 像 用具 ハ前述 ノ様 二「ライ カ」用現像 「タンク」

デ アル ガ、巻枠 ハ「ベ ル ト」ナ シノモ ノラ用 ヒテ

居 ル｡1時 間300人 程 度 ノ速度 デ撮影 シテ、同

時 二現像 テ行 フニハ「ベル ト」ナ シノ枠 ノ方 ガ便

利 ノ様 デ アルe枠 ハ3ケ 、 「タ ンク」ノx現像用二

2ケ 用 ヒ、定着 ハ別 二大型 ノ「ガ ラス」器 ヲ用ヒ

テ、一度 二枠 力2個 デモ定着 スル事 ガ出來ル壕

ニ シ ア ア ルレ
9

(2)1號 車 デ行 フ螢光像縮爲法 ハ費際

「レ」線嚢生装 鼠 螢 光像縮爲装 置 ノ種 類及 ビソ

ノ性能 ニ ヨツテモ、又撮影實施者 ノ意 見二依 ツ

テモ、撮影條件 ハ同一 デナ ィガ、當支所 デ、1

號 車 デ實施 中 ノ方 法 二就 テ述 ベル｡

管 球 ノ高 サ、縮 爲装 置 ノ高 サハ固定 トシ、被検

者 ノ丈二從 ツテ膝 關節 堀 曲 サセテ各 自ノ高サ

ラ調節 サ セル｡爾 國民學校見童 ノ様 二丈 ノ小サ

イ者 ノタ メニへ 高 サ ノ多少異 ナ ツタ足肇 ヲ3
.

種 用意 シテ置 イテ、随 時使用 スル｡

撮 影 ノ實際

附圖 ニ ヨツテ読明 ス レバ、被検 者ハ36名 宛1群

トシtS豫 メ撮 影時 ノ姿勢 ヲ教 ヘテ置 キ
、1カ ラ
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イ、X線 獲生装置、「トランス」及 ビ管球 口、同上 配電盤 ハ、螢光像縮寓装置

轟、足踏 「スイッチ」 ホ、・運縛墾 へ、組立暗室

㊧ハ被検者 ① 〈ハ「ヵメラ」係 ②ぐハ姿勢係 ③<ノ ・「スイッチ」係

④ ぐ 現像係 ⑤ 〈 受付係

36迄 ノ番 號 テ印刷 シタ1枚 ノ連 名簿 二順次 二

姓名ラ⑤ ナル受 付係 ガ記 入 シテ、 ソノ順 二自動

車内部 二入 ラセル｡螢 光板 ノ前 デ、豫 メ教 ヘテ

置 イタ姿勢 テ執 ラシテ、②ナ ル姿勢係 ・・姿勢 ヲ

充分 二補正 シテ、番 號描 入器 ニ ソノ被検者 ノ番

號 テ描 入スル｡次 二③ ナル「ス イッ先 係 ハ、 「大

キク息 テ吸 ツテ」、 「息 テ止 メテ」 ト號令 ヲ掛 ケ

テ撮影 ズル｡② ノ姿勢係 ト③ ノ 「スイヅチ」係 ノ・

1人 デモ出來 ル｡カ グシテ36人 テ 連績撮影 シ

テ、撮影終 了者 ハ順次 二自動 車 ノ後部 カ ラ退出

ス ルレo

撮 影終 了 ノ「フィル ム」ハ直 チニ暗 室 デ現嫁 シテ、

定着後像 テ 検 ベテ、不良 ナ者(呼 吸停 止不良、

露 出不良等〉ノ・直 チニ再撮 影 ヲスル｡

「レントグ ン」自動車1號 車 デ撮 影 ズル條 件 ノ・二

次電墜75KV二 次 電流45mAデ 大人 普通 罷

格者ハ0.7秒 ノ露出 テ シテ居ル｡

現 像ハ「さ くら」現像藥 デ、撮氏20度10分 間i現

像 シテ居ル｡

電 源 引込 力自動車迄不可能 ナ場合、 自動 車 ガ集

團検診實施 ノ場所 二 入 ラナ イ場合(道 路等 ガ狭

イタメ)ニ ハ内部 ノ装 置 ラ 取 リ外 シテ、之 テ蓮

搬 スル ノデ アル｡「 トランス」ガ最 モ重 ク、大人

2人 デ運搬 スル｡

自動車外部 デ撮 影 スル場合ノ・、先方 ノ場所 ニ ヨ

ツテ、臨機癒攣 ノ塵置 テ トル｡

全 員 二螢光象縮爲 テ行 ツタ後 ハ、縮爲像 デ所見

ヲ認 メ タ者、及 ビ疑ノ・シキ者 ニノ・精密検診 テ行

ツテ居 ル｡乃 チ、大 「フィル ム」撮影
、赤沈 、理墾

的検査、喀疲検査、 「カルテ」二依 ル家族歴 、既

往歴調査 テ行 フ｡

1號 車 デ大撮 影 テ行 フ場合 ハ、別 二τカ セッテ」

固定器 テ作 リ、 コ レニ ヨツテ1米 半撮 影 テ行 ヅ

テ居 ル｡

叉 諸検査道具、材料 モ必要テ慮 ジテ靹 二積込

ンデ出張 スル｡

疹

へ 昭和16年6月 以降(「 レ ン トゲ ン」自動車2號 車)

昭和16年3月 カラ2號 車ノ設計 テシテ、同年6

月中旬二完成シテ、 目下1號 車 阜共晶検診テ實

施中デアル｡

2號 車ハ1號 車 ト異ナツテ、「レ」線登生i鑓 モ

螢光像縮篇装置モ全テ自動車`取 付ケ トシテ、
「レ」線嚢生装置ノ容量モ多少大キクシ

、暗室モ
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自動車内部工附屡サセタ｡

簾撃勲醸瓠 欝毒勢轟
ラ廣 ク使用出來 ル様 ニ シタ｡後 軍輪 ノ 「フエ ン

ダ御」ノ、低 「シヤー シー一」デノ・高 サ約1尺5寸 車

内部 轟突 出 シテ居 リ、1號 車 デハ コ ・二腰掛 テ

作 ツタ タメ、車 内ガ狭隙 トナツタ｡

自動車 ノ停 止時r一ハ後車輪 ノ・床面 ヨリ約2寸 突

出 スル グケデ、撮影時 ニハ「フェ ングーJテ 簡軍

二取外 シ、約3寸 ノ高 サ ノ床板 ヲ敷 キ、天井 テ

少 々高 クス レ〆、車 内 ノ廣 サノ・後 車輪 エ ヨル摯

肘 ラ殆 ンド受 ケナイ事 トナル｡

術 「トラックシヤー シー」デ ア レバ、 後 車輪 ハ停

止時 ニハ殆 ンド床面 カラ突 出 シナ イガ、地上 カ

ラノ床 ノ高 サガ、低 「シヤー シー」ト比較 ス レバ

約7寸 高 クナル タメ、昇降 ノ便等 テ考慮 シテ、

低 「シヤ・一シー」ヲ用 ヒタ｡

(1)「 レ ン トゲ ン」自動車2號 車 ノ樗成

1號 車 ト大盟同檬 デ アルガ、暗室 テ車 内部 二附

瀦 サセ、「レ」線褒 生装置 テ取付式 トシタ｡

(i)自 動 車

「トヨダ」大型低'シ ヤー シ・一」(2601年 型)(ガ ソ

リンエ ンヂ ン)車 盟 ハ大型 「・ぐス」ノ型 トシタ｡

〈ii)「レ ントグ ン」線嚢生 装置 、

嚢生装 置ひ 自動 車 内二備付 トシテ、106「 ボル

附 圖

ト」交流片波整流 キ次電asgsKV・ 二次電流

100mAノ 容量 テ有 スル｡
曳

「レ」線管球 ハ「シ_レ ックス」10KW(水 冷 〉テ用

ヒ、 水冷 「タンク」ラ自動車 ノ天井 二固定 シテ、

「タンク溶 場 ヲ・管球 附屑 ノ1srン ク」ノ細o倍

トシテ、暗室 カラ「ボ ンプ」ニ ヨ リ水 ラ邊 ル｡

電 源 ハ外部 カラ100「 ボ ル ト」交流 テ引込 ム｡制

御卓子 ノ・撮 影時適當 昌調節 スル事 ノ出來 ル場所

二配 シテ、「タイマー」トrス イヅチ」ノ、制御卓子 ト

別 ニ シテ、技師 ノ手許 二置 ク様 ニ シタ｡

(iii)螢光像縮爲装置

1號 車 ノソレ ト同様 デ アルガ、大撮影 ノ時…ハ

装置全禮 ラ「レール」上 ラ移動 サ セテ、管球螢光

板間距離 デ1米 半 トシテ、螢 光板s・大撮影用「カ

セッテ」ヲ置 ク装置 テ附 シテ大撮影 テ行 フ｡

利 用 「レ」線錐 ハ(1號 車 モ同様)螢 光板内ニ ノミ

投射 サ レ、螢光板 ノ4園 ニハ含鉛 ノ幅2寸 ン枠

テ附 シテ、防「レ」線 式 トシ タ｡

駄レンズ」ノ・「ゾナー」F1,5「 カ メラ」ノ・精機光學

肚製 デ、紐 テ引 ク毎 二 「フィル ム」び 一駒 ヅツ進

ム｡叢 面 ノ・36×40cmノ 螢 光板 テ用 ヒルタメ

2.4×3.2cmト シ タ｡「 コ ン タ ック ス」ヲ用 ヒ ル

場 合 ヨ リ駒 薮 ガ 多 ク、45駒(1本160cmノ 「フィ

ル ム 」)撮 影 出 來 ル｡

螢 光 板 ハ 「ノ・ イ デ ン シ ル ム ビ ル ド ネ オ ザ ρ ル 」

2號 車

ノチ
1一i ;'

三61響 自　
沼
ぎ

イ て'iり

∵3電 露1雛デ艶図 ∫ り
漉[ル 霊-

難

9、

♂7〆
(イ)レ ラ ンス(ロ)ケ ノ ト ロ ン(ハ)シ ー レックス(二)配 電 盤

(ホ)「 タ イマ ー」及 ビ 「ス イッチ 」(へ)螢 光 像 縮 窩 装 置(ト)暗 室

(チ)「 ケ ノ トロ ン」及 ビ「ジ ー レヴ〃ス」保 管 箱(リ)取 外y式 「フ エ ン ダ ー」
ゆ

の印ノ・被検者 ヲ示 シ、→印ハソノ進行方向ヲ示ス｡▲ ①ハ撮影係｡▲ ②現像係 ヲ示ス｡

程

謹



第8號 】 志村=「 レン トゲン」纏二俵ル胸部結核 ノ集團検診二就テ 期

'
＼

附岡2號 車内部

'11

、1

「F-■■6-
、

」

「
、

ニし
覧

・雲

ア

辱
ー

"
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,

諺
P

撃

レ

＼麟

附圖2號 車内部暗室ヲ示ス

附 圖1號 車 ト2Pt車(手 前)

・ 盛蓑`'嵐 一

!

、

・ 、ρ」

、'曽 ・'

、

謬 冒騨ρ、

,一 ♂ 轟

30×40cmテ 用 ヒテ居 ル｡

(iv)暗 室 、現像 具 嚇

暗室 ハ 自動 車 ノ左前側 二設 ケテ、蓮轄時 ニノ・暗

室 ノ遮光壁 テ降 シテ 運轄 二 支障 ノナ ィ様 ニ ス

ル｡暗 室内部 ニノ、水洗流 シ1毫 、「ボ ンプ」1基

電燈設備、 換氣 用扇 風器1ケ(交 流100「 ボ ル'

ト」)冷房 用氷 入器1ケ テ備 ヘテ居 ル｡噌 室 ノ扉

二箱 テ着 ケ、暗 室禄作 中 デモ外部 ト「カメラ」叉
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パ カセツテ」ノ交換 力出來 ル様 ナ特種装置 ヲ附

シタ◇

i現像 具 ハ1{號 車 ト全 ク同様 デ アル
e

(2>2號 車 デ行 フ螢光 像縮爲法 ノ費際

管球 、縮 寓装 置 ノ高 サバ固定 トシ天 撮影 ノ要

領 ハ1號 車 ノ場 合 ト同様 デアル｡

附 圏(D)ニ ヨ ツ〉読 明 ス レバ、40名 テ1群 ト

シ、 ソ ノ群 工姿勢 テ教 へ、受 付 デ連 名簿 二性 名
、

所属、年齢ラ 記 入 スル｡

自動車 二 入ル ノハ 自動 車 ノ後部 カ ラ順次 二入
ま

ル｡撮 影 ハ① ナル係1人 デ行 フ｡

先 ズ被検者 ヲ螢 光板 ノ前二立 タ シ、姿勢 テ充分

轟補 正 スル.コ ノ時被検 者 ノ後上部 ニ アル鏡

デ海 検 者 ノ後 ノ姿勢 ノ・ワカル故 注意 ヲシテ、

補 正 スル ノニ便利 デ アル｡拶

次 二番號橘 入器 二番號 テ播 入 シ、號令 ヲ掛 ケテ

撮影 ヲスル、露出 ノ加減 ハ 手元 昌 アル 「タイマ

ー」デ行 フ｡1人 撮影 ガスメバ、「カ メラ」ノ級 ラ

引 キ、 「フィル ム」テー駒 進 メル.

2號 車二於 ケル撮 影條 件ハ、管球螢光板問距離

85cm、 二次電 庸75KV、 二 次電流50mA、 露 出

0.4秒 テ大罷標準 トシテ居ルe

二、能 峯、其 他 二就 テ

昭和14年10月 カ ラ 昭和15年3月 迄 二 行 ツタ

螢光像縮寓法 ノ親験 二 基 イテ、 昭和15年6月

カ ラ「レントゲ ン」自動 車 ノ設計 ヲ行 ツタ
｡

螢 光像縮窮法 ハ工場、學校等 ノ集 團へ常方 カラ

出張 シテ行 フ事 ハ便利 デアル｡嚇

多 クノエ場 ハ「レ」線嚢生装 置 デ所有 シテ居 ラヌ

タメ、富方 カラ持参 スル必要 ガアル｡ソ ノタメ

ニ「レ」線嚢生装 置ハ蓮搬 二簡便 デ
、螢 光像縮爲

法 テ連 日多敷 二行 ツテモ故障 ナ ク、萬一故障 ガ

オキ テモ、簡躍 二其 ノ部分 ノ取換 ヘ ガ出來 ル事

力必要 デ ァル｡

装 置 デ蓮搬 シ、 ソレテー定 ノ配 置 二整備 スル必

要 カ アル タメ、相當 ノ暇 ガカ ・ル｡コ ノタメ装

置全 艦 ヂ自動 車 二髪 備 シテ、 コノ中 デ撮影出東

レバ便利 デ ァル ノデ「レントグ ン」自動車 テ作 ツ

タ ノテアル

1考虎車 ノ 「レ」線 嚢 生 装 置 ノ、「才 イ ル ス イッチ 」、

「タ イ マ ー 」管 球 テ 各 々2ケ 備 ヘ テ
、 故 障 時 ニ ノ、

直 二 取 換 へ 出 束 ル.爾 「タ イ マ ー 」ハ 電 動 式 ノ モ

ノ ト シ タ o

嚢生装 置ハ 大容量 ノモ ノ程撮影 ニハ 望 マ シイ

ガ、Tト ランス」ノ重量 ガ大 トナル タメ、80KV

100mAト シタe螢 光像縮篇 ニハ45rnA程 度 デ

充分 デアルガ、大撮影 ヲ行 フ場 合、 出束 ルヒダケ

多 イニ次電流 デ撮影 シタイ希望 ヲ持 ツタノデ、

100mAノ 容 量 ヲ保 タシタ｡.

嘘

螢光像縮 爲 モー一次 電源 サエ大 キケ レバ、'75KV、

100mA、jiSZbノ ・55KV、200mAデ 撮 影 ス レバ露

出時 間モ少 ナ ク、良好 ナ縮爲像 ガ得 ラ レル｡管

球 ノ・「シ■・一・レヴクス」10KW(水 冷)テ 改装 シ、水

冷 「タ ンク」ヲ大 キク シタ｡

管球 ノ焦黙 ノ問題 二付 イテへ1938年 ノAbreu

(6ワ報 告 ニモ アル通 リ
、 面積 ニ シテ約200分 ノ

1二 縮 爲 サ レタ縮 爲像 デへ1平 方mmノ 焦 鮎

ノ管球 デ 撮影 シタモ ノモ、36平 方mmノ モ ノ

デ撮影 シ》場 合 モ、 ソノ差ノ・認 メラレナ ィ故、

耐久 力 ノ貼 カラ10KW(水 冷)テ 用 ヒテ居 ル｡

10KW(水 冷〉管球1本 デ連 日1時 間200-300

人 ノ 速度 デ1日 約800名 一一1000名 ノ撮 影 テナ

シ、約95,000名 テ撮 影 シタ経駿 テ持 ッテ居ル｡

1號 車 ノ縮 爲装 置 ノ 「カメラ4ノ、「コンタックス」

ヲ用 ヒテ居 ル タメ、 「ガメラ」係 ガ必要 デ アル｡

「カメ ラ」ハ「ボディー」テ2ケ 用 ヒテ
、 「フィルム」

ノ交 換二要 スル時間 テ短縮 シテ、撮影時間 ノ短

縮 ヲ計 ツテ居ルレ｡

大 撮影 ヲ行 フ時ノ・別 二「カセッテ」固定器 テ用 ヒ

テ、1米 牟 ノ撮影 テスルe

1號 車 ハ自動車 内部 デ撮影 出來ナ ィ場合 テ考慮

シテ、全 テテ可搬式 トシタガ、2號 車 ノ「レ」線

登生装 置ノ・取付式 トシ、1號 車 ノハ無 整流 デア

.ル ガs2號 車 ノハ片波整流 トシテ、 「レ」線管球

ノ壽命 テ幾分 デモ保 タ シタル様考慮 シタ｡
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2號 車 ノ「レ」線管球 ノ・「シー レe2クス」10KW(水

冷)テ ソノマ ・用 ヒ、 タ ・"水冷 「タンク」テ大 ト

シタ｡

目下2號 車 デ使 用中 ノ管球 ハ約70,{〕0り人撮 影

テシタガ 異常 ヲ 認 メナ ィ｡1日 連績2300名 ノ

撮影 ヲ シタ事 モ アル｡

2號 車 デ精密検査 ノ大撮影 テ行 フ場合ハ、縮爲

装置 ヲ1米 孚二 後退 サセテ、 螢 光板 ノ枠 二fカ

セッテ」テノセ ル装置 ヲ附 シテ、大撮影 ヲ行 フ｡

2號 車 ノ縮爲装 置デハ、 「フィルム」ヲ巻 ク ノハ

紐 テ引 クダケデ アル故、「カメ ラ」係 ガ不用 デ ア

ル｡全 操作 ハ技師1人 デ出來 ル｡

其 他現像係 ノ助 羊1名 ガ必 要 デアルe

次 二1號 車 ト2號 車 トノ能率 ノ比較 チス レバ、

次表 ノi通リデァル｡

隊 車隊 車
,

將!師 1人 1人

受 付 1人 1人

所 要 係 員 現 像 1人 1人

技 師 1人 1人

「カ メ ラ 」 1刃o

計 5人i4人

特 學校生御25・ 人13・・人

1時 間 平 均 國民鞍 生徒 200人 250人
撮 影 人 員 女 工 150人 200人

嘗

男 工
」、200へ

2ら0人

総謙 錘 磯 陵 出:・・7秒・・4秒

表中1時 聞平均撮影人員 ノ差ハ、螢光板 ノ性能

ノ差二依ルモ ノデアロウ.

此 ノ能率ハ撮影技術者 ノ修練 ノ程度二依 リ、叉

被検者ガ以前二同様 ノ検査 テ受 ケタ経験 ノ有無

二依 ツテモ、差テ生ズル事ハ勿論 デ、係員ニ姿

勢補正係テ増員スレバ、能牽ハ約2割 増スモノ

デアル｡

某高等商船學校生徒 ノ撮影テ 昭和15年 二1號

車デ行ツタ時ハ1時 間約300名 撮影 シタガ、昭

和16年 二2號 車デ行ツタ時ハ1時 間500名 ノ

撮影ガ出束 タ｡

昭和16年8月 某青年集團 ノ撮影テ2號 車デ行

ヅタ例 テ示 スト、午前9時 牟カラ340名 ノ撮影

ラ行 ヒ、直チニ現像 テ行 ヒ、判定ヲナ シ、判定

ノ結果20名 二精密検診(大撮影、赤沈、喀疾検

査、理墾的検査、家族歴、既往歴調査)テ 午前
な

11時 カ ラ行 ツテ、申食後 自動車 デ約5里 ノ移動

ヲナ シ、午後2時 孚 ヵラ542名 ノ螢 光像縮篇 テ

行 ヒ、直 チニ現像、判定 テナシ、33名 ノ精密検

診 テ午後4時 孚 カラ行 ツテ、午後6時a終 了 シ

タ｡単 .

昭和16年10月 上 旬 二、奈良縣某 郡下全國民學

校見童12,000名 ノ螢光像縮 爲ヲ2號 車 デ、5ケ

所 二巡 同撮 影 テ10日 聞 デ行 ヒ、後2日 間 ヂ精密

検診 テ 行 ツタ｡内1日 ノ・都合 二依 リ2300絵 名

ノ螢光像縮 爲 ラ7時 間孚 デ行 ツタ｡

次 二 二次線 二 封 スル 防護 デ アルガ、之ノ・附圖
の

(C)(D)二 於 イテ①又ノ・② ノ技師 ノ位 置 デハ1

日800名 撮 影時 デ、 二次線 量ハ0.1r以 下 デ ア

ル｡毎 週6日 連緬勤 務 デモ0｡6r以 下 デアル事

ノ、勿論 デ アル｡

叉 螢1號 車 ノ9カ メラ」係 ノ位 置 デノ・O.01r1a下

ア ア ル｡

雨車 ノ装 置共、利用線錐 ハ全 テ螢 光板枠外 ニハ

投射 サ レヌ様設計 サ レテ居 ル｡

ホ 、 縮 寓 像 ノ判 定

縮 寓像 ト大撮影 ノ比較 二關 シテハ、諸家 ノ成績

ガ異 ナ ツテ居 ル｡

Braeuning綱 ノ・「レ」線 爲眞 ニノ・0.5cm以 下 ノ

病室 ノ・認 メラ レズ、 縮爲像 デノ・1、Ocm以 上 ノ
が

病 室 ノ・明 カ ニ 認 メ ラ レ、 ユ.Ocm以 下 ノ モ ノハ

認 メ ラ レ タ モ ノ ト、 認 メ ラ レナ カ ツ タ モ ノ ト ア

ツ タ ト云 ヅ テ 居 ル｡Janker(鋤 ハ 實 験 二 於 テ、
ヰ

透硯 デノ・8mm以 上 、大撮影 デノ・4mm以 上,

縮 爲像 デハ5mm以 上 ノ蝋球 テ認 メ得 タ ト云

ヅテ居 ル｡

Erza(町 ハ990名 二 大撮影 ト螢光像縮窟 トテ同

・時 二行 ツテ、 其 ノ比較 ヲナ シ、952例 ハ所 見一一

致 シ、48例 ハ、異 ナ ツテ居 タ｡48例 中43例 ノ・結

核 ト關係 ナ ク、295例 ノ結核患者 中縮 爲像 デ嚢

見 サ レナカツ タ者 ハ2例 二過 ギナカヅタ ト報 告
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シテ居 ル｡

叉Teschendbrfu.Rliss(34>ハ 病 空 ラ認 メル事

ハ容 易デ アル ガ質的診漸 ヲ行 フ事 ノ・困難 デアル

ト云 ヅテ居ル｡一 方、横倉氏 ハ縮爲像 二依 リ見

逃 ス ト云 フノハ、撮影法、襯察法 ガ未熟 ノタメ

デアル ト云 ツテ居 ル｡

比 較 ノ問題 二關 シテハ貝田氏 中島教授等 モ獲 表
魂

サ レテ居 ル｡

要 スルニ縮 寓法 ハ透硯 ニハ勝 ル ガ、大撮 影 ニノ・

少 シ劣 ル モ ノデ、質 的診噺 ハ尚今後 ノ研究 ニマ

ッベ キモノガアル ト考 ヘル｡

爾 多薮 ノ縮 爲像 テ判讃 シ、大撮 影像 ト比較 シテ

居 ルニ 從 ヒ、 或 程度 ノ質的講 新ハ可能 トナル

ガ、之 ニハ相當 ノ熟練 ヲ要 スル モ ノデアル.

余 ハ昭和14年10月 以 來圭 トシテ縮 爲像 ノ判 定

ハ量的診 噺 ノミニ止 メ矛、質的診噺 ハ大撮窮 二

依 ツテ居 ル.

縮 窮像 ト大撮影像 トノ比較 二 便 ナ ラシメルタ

メ、次 ノ様 ナ規準 テ定 メ、縮爲像 ノ判定 テ行 ツ

テ居ル、

藩
1 肺 門 部 陰 影 +隔 隔

…

2 肺 尖 部 陰 期

一 一_←

+1++1
{

31騨 齪 認ムルi+1点

4 同 上(

然 ラザ〃 モ ノ)

}

十 十十 帯
…

ζ」

曳

肋膜炎陰影ヲ認 ムル
モ ノ

滲出液 ヲ認 ム
ノレモ ノ

十

然 ラ ザ ル モ ノ1一

き

き

㎜

註1,十,甘 捌隠 ス モ ノハ大 撮 影 ヲ省 略

ス ノレモ ノ トス◇

肺 門部陰影 ヲ(十)、(昔)、(帯)ノ3ツ ニ分 ケテ、

(十)ハ 殆 ンド正常 ト認 メラ レルモ ノデ、(昔)ノ ・

ヤ ・肺 門部陰影 ノ増 加 ヲ認 メルモ ノデ、2集 團

二於 テ(什)二 場 スルモ ノモ大撮影 ヲ行 ツテ比較

シタガ、(升)二 燭 スルモ ノカ ラハ、大撮 影像 デ

病 的 ト認 メタモ ノハ ナカツ タ故、(十)、(十)ノ

雨者 ハ大撮 影 プ行ノ・ヌ｡(柵)ノ ・肺門部陰影 ガ特

二増強 シタモ ノ、及 ビ腫瘍歌 二腫大 シタモ ノ等

ヲ含 ミ、肺 門結核 モ之 レ轟含 メテ居 ル｡

大 撮 影像 デハ肺 門部陰影増加 ノ他 二、肺 門部附

近 ノ浸潤 ラ認 メル モ ノモコ ノ部 門モ含 マ レル疇

ガ多 イ.播 種性肺結核 ヲ肺門部陰 影(惜)ト 縮寓

像 デ・同定 シタ例 ガ アル.

全 肺野 二櫨 カ ヅタ小結節性 ノ播種姓肺結核 ハ集

團検診 デ嚢見 スル事 ハ甚 グ稀 デ、之 ガ縮窩像 ハ

全磯 二暗 キ感 ジガ アルモ ノデ、他 ノ縮 寓像 ト比

較 シテ特 二「コ ントラス ト」不足 ノ感 ガ アルレ｡部

分的 ノ播種性結核 ハ其部分 ダ ケ ガ 暗 クナルタ

メ、肺尖 ニ ア レバ縮爲像 デハ肺尖部陰影 トシテ

認 メテ、大撮影 テ行 フタメ、見落 シノ恐 レノ・少

ナ イ ト考 ヘ ラ レル｡

甚 ダ輕度 ノ細 葉性 ノ播種性陰影 ハ、之 ヲ見落 ス

事 モアル ト考 ヘ ラレル｡

肺 尖部陰=影 モ之 ヲ程 度ニ ヨリ、(+)、(升)ト2

ヅ ニ分 ケテ、 之 二患側 テ記 入スル｡

肺 野陰影 ハ之 ヲ孤立 性陰 影 ト、然 ラザ ル陰影 ト

ニ隔別 シテ観察 シテ居 ル｡之 モ程 度 ニ ヨリ前者

ヲ(十)、(-Ht>ノ2ツ ニ、そ2灸者 テ(十)、(斗})、(辮)

ノ3ツ ニ分 ケテ居 ルe

前者 二 脇 スルモ ノノ・主 トシテ 早期浸潤 デアル

ガ、 時二禰漫性浸潤 モ之 二含マμル.

後 者 ハ肺 野 ノ種 々 ナ浸潤 ヲ含 ム｡

肋 膜 炎ノ・滲 出液 ヲ認 メタモ ノト然 ラザルモ ノニ

分 ケ、(+)、(一)ト スル｡

以 上 二各 レモ陰影 ノ局所 ヲ記 入 シテ、大撮影像

トノ比較 テ シテ居 ル｡

右 第 二肋間 ニヤ ・大 キ イ圓形浸潤 ラ認 メタ時ハ

之 ラ3朴r皿 ノ様 二記 入 シテ置 ク,

今 迄 ノ経験 ニ ヨ レバ、肺 門部陰影 ハ、縮爲像ヂ

ハ大撮影像 ト比較 シテ過 少二見 ル傾 向ガ アル｡

之 ハ大撮 影像 二現ハ レル微 細 ナ陰影 ハ縮寡像 ヂ

現 ハ レナイタメデアロウ｡

一 方肺尖部陰 影 ハ コレ ト逆 デ
、縮 爲像 デ過重ユ

見 ル傾 向力多 イ｡コ レハ 縮 窮像 ハ、 「コントラ

ス ト」ガ縮爲 サ レル タメ強 クナル タメデアロウ、

以上 ハ、大撮影下螢光像縮 爲 二用 ヒル「レ」線 ヲ

雨者共 二同一 ノモ ノ、乃 チ管電墜、管電流 テ同

一 トシテ
、比較 シタ結果 デ アル｡
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今後 尚此 ノ問題 ニ ツイテハ研 究 テ績 ケル豫定

デ アル｡

判 定 ラ 實施 スル方 法 ハ、 ドイツ ノ報 告 デノ・「プ
ジ 　 ワ 　ぷ

ロ ジェクター」ヲ用 ヒル方 法 ガアル ガ、 「プロジェ

クター一」テ用 ヒテ10倍 程 度二援大判定 シタ事 ガ

アルガ、像 ノ鮮鋭度 ガ悪 クナルタメ、 目下使 用

シテ居 ラナ イ｡

乳 白色「カラス」ノ下二電球 ヲ置 イテ、 ソノ透

過光線 デ判定 スル方法 カー番 能率的 デ、之二凸

「レンズ」テ用 ヒテ、塚 テ約3倍 程度 二鑛大 ス レ

.バ、多撒 ノ判 定ニハ最 モ良好 デアル｡

1時 間 二判 定出來 ル人数 ハ判定者 ノ熟練等 二關

・係 スル タメ、報 告 モ種 々デ アル｡

余 ノ・500名1時 間 テ以 テ標準 トシテ居 ルガ、時

二之 ヨリ速 イ事 モ アル｡

最 モ多敷判定 シタ経験 デハ、1日1萬 名 ノ判 定

テ シタ事 ガ アル｡

「四
、 結 語

亀

胸部 結核 ヲ早期 二嚢見 シテ、・之 テ治療 スル ト同

時晶他 人ヘ ノ感 染テ防止 ス聖事 ハ、結核豫防上

大切 ナ事 デァル｡・

ソノ早期蛋 見ニノ・「レ」線 二依 ル検診 ガ鋏 クベカ

ラザル事 ハ勿論 デ アルガ、 ソノ「レ」線 二依 ル方

法 ノ中 デ、 螢 光像縮爲法 二 依 ル集園検診 ノ方

法、乃 チ全員 二「ツ」反慮 ト同時二螢光像縮 窟 テ

行 ヒ、縮爲像 デ所 見 アル者 及 ビ疑 ピアル者二、

精密検診(大 撮 影、赤沈、喀疾検査、理 墨的検

査、家族歴、甑往歴調査)ラ 施行 スル方法 ガ㌃

合 日デハ最 モ能傘 的 デ、正確 テ期 シ得 ル方法 デ

アル ト思惟 セラ レル、

螢光像縮 爲法 ダケデ、大撮 影 ヲ行 ノ、ナク トモ、

結核患者嚢見 ニハ役立 ツカモ知 レナ イガ、登見

シタ患者 ノ治療方針 ノ決定等ニノ・、今 日爾大撮

影 ガ必要 デ アル ト考ヘ ラレル｡

集 團検診 ノ・出張 シテ行 フ方 ガ能率的 デ、 コ ノタ

ンニハ、「レン トゲン」自動 車ガ、螢光像縮爲 テ

能牽的 二出弼 最影 スル上 カラモ必要 デ アル｡
モ

昭科14年10月 カ ラ翌年3月 迄 二螢光像縮爲法

二依 ル検 診ノ・月平均3000名 シカ行 ヒ得 ナカツ

タガ、昭和15年9月 「レン トゲ ン」自動 車 ノ完

成以來、 月平均1萬 名 ノ検診 ガ容 易'=a行 ヒ得 ル

事 トナツタ｡'魁

今後装 置 ノ改良、縮 爲像 ノ判 定 ノ研究等 テ行 ツ

テ、結核 豫防 二盆 丸ソノ眞債 テ登揮 スル様期待

ス ル モ ノ ア ア ルレ｡

欄筆二臨 ンデ、今村教授 ノ御指導御校閲二封 シ
驚

テ、深謝致 シマス｡
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